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この資料は、ユーシービーが 2018年 10月 18日に発表したプレスリリース内の調査について、報道関係者用資料として
作成したものを日本語に翻訳したものです。 
この資料の正式言語は英語であり、その内容及びその解釈については英語を優先します。 
 

調査について 
ユーシービーは Harris Interactive Ltd と共同で、60歳以上の女性を対象とした調査を実施しました。この調
査は骨粗鬆症と脆弱性骨折に対する認識、考え方、リスク認知調査の一環として、2018年 8月～9月に主要
先進 10 か国（ベルギー、デンマーク、フランス、ドイツ、イタリア、日本、スペイン、スウェーデン、英国及び米国）に
おいて実施されました。 
60歳以上の女性 4,504人に骨粗鬆症と脆弱性骨折についてオンライン・インタビューを行いました。サンプルサイ
ズは、ベルギーやデンマーク、スウェーデンで約 333、それ以外のほとんどの国では 500 でした。  
 

調査全体の主な結果 
• 61％は骨粗鬆症のことをほとんど知らないか、または全く知らない。 
• 55％は高齢者の脆弱性骨折の多くが不運な転倒や事故によるものと考える。 
• 回答者の 37％は医療関係者から骨粗鬆症や脆弱骨折について聞いたことがない。 
• 69％は骨の脆弱化は老化によるもので避けられないと考え、70％は脆弱性骨折リスクが高まることは避けら

れないと考える。 
• およそ 5人に 1人（17％）は骨量減少を防ぎ、骨強度を維持する方法がいくつかあるにもかかわらず、骨粗

鬆症予防のためにできることはほとんどないと思うとコメントした。 
• 54％は自分自身に最も重要と思われる問題を医療関係者が伝えてくれると考え、32％は自分自身から要

求しなくても健康維持に関する情報を医療関係者からもっと提供してほしいと願う。18％は自分自身の愁訴
の多くが老化によるものと思う。 

• 47％は頻繁に休暇を取って海外旅行をする。 
• 85％は自分自身の健康と幸福の維持について自身の親世代より積極的であると回答し、84％はより健康

な生活をより長く送れると考え、82％は残りの人生からより多くのものが得られると期待する。 
 

日本の主な結果 
• 60％は骨粗鬆症のことをほとんど知らないか、または全く知らない。 



 

• 50％は「高齢者の脆弱性骨折の多くは、不運な転倒や事故によるものである」に「そう思う」または「強くそう思
う」と回答した。 

• 回答者の 60％は医療関係者から骨粗鬆症や脆弱骨折について聞いたことがない。 
• 77％が「歳を取れば、脆弱性骨折リスクが高まることは避けられない」に「そう思う」または「強くそう思う」と回答

し、79%が「歳を取れば、骨の脆弱化は避けられない」に「そう思う」と回答した。 
• 26％は骨量減少を防ぎ、骨強度を維持する方法がいくつかあるにもかかわらず、骨粗鬆症予防のためにでき

ることはほとんどないと思うとコメントした。 
• 35％は自分自身に最も重要と思われる問題を医療関係者が伝えてくれると考えると回答し、32％は自分自

身から要求しなくても健康維持に関する情報を医療関係者からもっと提供してほしいと願う。7％は自分自身

の愁訴の多くが老化によるものと思う。 

• 48％は頻繁に休暇を取って海外旅行をする。 
• 45％は医療関係者から骨の健康状態について説明があったと回答した。 
• 69％は「親世代と比べ、自分たちは自身の健康と幸福の維持に積極的である」に「そう思う」または「強くそう

思う」と回答し、51％はより健康な生活をより長く送れると考え、47％は残りの人生からより多くを期待する。 
以上 

 
ユーシービーグループについて 
ユーシービーグループ（www.ucb.com）は、ベルギーのブリュッセルに本社を置くグローバルバイオファーマで、ニュ
ーロロジーや免疫・炎症、骨領域の重篤な疾患と共に生きる患者さんのより良い生活の実現を目指して、革新的
な医薬品の研究開発や創薬ならびに ソリューションの提供に力を注いでいます。世界約40か国に拠点を置き、従
業員数は約7,500名を擁しており、2017年の収益は45億ユーロ（約5,700億円）でした。ユーシービーはユー
ロネクスト・ブリュッセル証券市場に上場しています（シンボル：UCB）。 
ユーシービージャパンは1988年に設立され、抗てんかん薬「イーケプラ®」、「ビムパット®」、関節リウマチ治療薬「シ
ムジア®」を中心に事業を展開しています。これからも、患者さんの価値を創造するバイオファーマリーダーとして、従
来の治療で十分な改善が得られなかった患者さんに新たな治療の選択肢を提供することを目指して、日本の医
療・健康へ更に貢献することを使命として参ります。 
 
 
 
 この件に関するお問い合わせは下記にお願いします。 

ユーシービージャパン株式会社 広報部 

電話：03-6864-7633 

http://www.ucbjapan.com 

http://www.ucbjapan.com/

	調査について
	調査全体の主な結果
	日本の主な結果

